
















まとめ 

1.後方観察的検討対象は 2 回以上連続する自然流産の既往があるものであったが,最終妊

娠が流産以外の症例が全例包括されていないため,反復流産後の次回流産率が異常に高値

を示したものと考えられた。 

2.今後,後方観察的検討症例 393 例のうち,最終妊娠が流産に終わった症例について次回妊

娠を追跡調査することにより,反復流産後の次回流産率を得る可能性がある。 

3.反復流産後の次回流産率を求めるにあたっては,反復流産に対する免疫療法を行ってい

る施設と行っていない施設を分けて検討する必要があることが指摘された。 

4.前方観察的検討においても反復流産後の次回流産率を求めることが出来るが,さらに治

療の有無による妊娠予後の修飾も観察することが出来るので,当該調査は次年度に継続す

る予定である。 


